
【参考】エラー・警告・問合せの多い箇所



　エラー・警告の多い項目　
〈ご注意〉

※がん情報について記載する場合、項目

の定義や記載ルールは、全国がん登録

届出に準じます。

⑧【側性】（P2)
「７．側性なし」と「９．不明」の選択間違い。

⑩【病理診断】と⑬【診断根拠】（P4.5）
⇒自施設・他施設に関わらず、患者の全

課程を通じて”がん”と診断する根拠と

なった最も確からしい根拠（検査）を選択。

診断施設が他施設の場合、診療情報提

供書等、前医情報等の確認。

⑫【治療施設】（P3)⇒「８．その他」死亡解剖に
て診断orｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝのみの実施で選択可能。

⑰【進展度・術後病理学的】と㉑【観血的治療の範囲】（P9.10）
－⑱～㉕当院での初回治療について選択する－

⇒他院で手術した症例で自施設では観血的治療（手術）なしな

のに他院の情報を選択している例が多い。
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【側性】－左右の区別のある臓器・無い臓器－

原発部位が不明の場合、

「７．側性なし」を選択

※「９．不明」は間違い。９．不明は左右区別の

ある臓器で左右不明や正中に発生の場合に

選択

卵巣は側性のある臓器だが、同じ種類の腫瘍が左

右に原発としてある場合、「３．両側」OK。「７．側性
なし」は間違い。

※異なった種類の腫瘍が左右に有れば、それぞれ

の届出情報の提出が必要。

「７．側性なし」⇒側性のない臓器に原発した場合（大脳・甲状腺・前立腺・歯肉・唇の皮膚など）

「３．両側」を選択出来る場合
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【治療施設】「８．その他」

本人や家族希望で経過観察や緩和ケアのみの場合

経過観察するという治療計画・

施行を初回治療として扱う為、

「２．自施設で初回治療を開

始」を選択

「８．その他」は間違い

※通常「１～４」の中から選択
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組織型・性状コードのつけ方

前医からの情報がなく「５．臨床検査」及び「６．臨床診断」「９．不明」の場合は

組織コードは大まかな組織コード９５９０/３（悪性リンパ腫）に変更

組織コード９６９０／３を使用するには・・・・・検査内容（前医の情報）が

「１．原発巣の組織診」「２．転移巣の組織診」「３．細胞診」の場合のみ

患者の全課程を通じて行った検査の中でもっとも確からしい検査によって組織コードが決まる

★白血病等での診断根拠
(C42.1,C42.2)
骨髄検査＝「１．原発の組織

診」

末梢血検査＝「３．細胞診」
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組織型・性状コードのつけ方

⑬診断根拠が前医からの情報で「１．原発巣の組織診」「２．転移巣の組織診」「３．細胞診」

のいずれかの場合、組織型・性状コードは８３１２／３ 診断根拠、「１～３」へ変更

前医の情報がなく、当院では「５．臨床検査」のみでの診断の場合、組織型・性状コードは

大まかな組織コード ８０００/３へ変更
※「６．臨床診断」、「９．不明」 も同様

患者の全課程を通じて行った検査の中でもっとも確からしい検査によって組織コードが決まる
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【治療施設】が１もしくは４であれば・・・・・

進展度・術後病理学的

⇒「６６０．手術なし」

初回治療なし

＆

観血的治療なし

【進展度・術後病理学的】、【初回治療】は、「なし」
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進展度の「７７７．該当せず」

『例』

”該当するTNM分類なし”
or”よくわからい”
という理由から

胸腺腫で「７７７．該当せ

ず」 は不可

「７７７．該当せず」は、原発部位がC42.1（骨髄）、C42.2（血液）のみ選択可能

『例』

”該当しない部位・組織

系であるので、”

or”よくわからない”
という理由から胸腺腫で

「７７７．該当せず」 は

不可
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自施設で手術をしたのであれば

【観血的治療】のいずれか「あり」であれば、【観血的治療の範囲】は、「６．なし」以外

【観血的治療の範囲】

⇒「6．観血的治療なし」以外
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自施設で手術をしていないのであれば

【進展度・術後病理学区的】も「６６０．手術なし」

自施設で

「観血的治療なし」ならば

【進展度・術後病理学的】

は、「６６０．手術なし」

※原発部位がC42.0、C42.1
の場合は「７７７．該当せず」

例：前医の手術結果

から、
「４１０．限局」選択は不

可
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自施設で手術をしていないのであれば

【観血的治療】がすべて「なし」であれば、【観血的治療の範囲】は、「６．なし」

【観血的治療の範囲】

⇒「６．観血的治療なし」

例：前医の手術結果から、

「１．腫瘍遺残なし」を

選択は不可
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上皮内癌コードと進展度の選択

性状コードと進展度は合っていますか？

か

つ

性状コードが「/2」
⇒上皮内癌

観血的治療なしであ

れば、

【進展度・治療前】は、

「４００．上皮内」
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